
二
番
煎
じ
、
で
は
な
い
？ 

吉
田 

眞
人 

 

書
く
材
料
を
求
め
、
久
し
ぶ
り
に
映
画
に
行
っ
た
。 

 

『
メ
グ
レ
と
若
い
女
の
死
』 

フ
ラ
ン
ス
の
監
督
パ
ト
リ
ス
・
ル
コ
ン
ト
の
久
々
の
作
品
で
あ
る
。
同
監
督
の
作
品
は
『
仕
立
屋
の
恋
』

と
『
髪
結
い
の
亭
主
』
を
見
て
い
る
。
何
れ
も
１
９
９
０
年
前
後
の
作
品
で
、
海
外
出
張
の
際
に
飛
行
機
の

中
で
、
そ
の
後
テ
レ
ビ
で
も
見
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
共
通
の
テ
ー
マ
は
、
男
の
静
か
な
持
続
的
情
熱
で
、

前
者
は
利
用
さ
れ
た
事
が
判
明
し
、
後
者
は
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア
の
中
で
相
方
が
身
投
げ
を
計
り
、
突
然
の
終
焉

が
訪
れ
る
。
ハ
ッ
ピ
ー
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
結
末
で
あ
る
。『
髪
結
い
の
亭
主
』
で
は
北
ア
フ
リ
カ
の
楽
曲
が
効

果
的
に
使
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
と
彼
の
地
の
浅
か
ら
ぬ
関
係
が
印
象
的
だ
。 

今
回
の
作
品
も
静
か
な
情
熱
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
若
い
世
代
の
再
起
を
願
う
結
末
と
な
っ
て
い
る
。

監
督
（
１
９
４
７
年
生
れ
）
は
、
年
と
共
に
意
固
地
さ
が
増
す
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
シ
ニ
カ
ル
さ
が
減
じ
柔

ら
か
く
な
る
タ
イ
プ
と
お
見
受
け
し
た
。 

 

『
生
き
る
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ 

』 

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
脚
本
に
よ
る
黒
沢
明
『
生
き
る
』
の
リ
メ
イ
ク
で
、
舞
台
は
１
９
５
３
年
の
ロ
ン

ド
ン
で
あ
る
。
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
ア
ー
ケ
ー
ド
や
ウ
オ
ー
タ
ー
ル
ー
駅
な
ど
懐
か
し
い
場
所
が
出
て
く
る
。 

話
の
筋
は
黒
沢
作
品
と
ほ
ぼ
同
じ
。
余
命
半
年
を
宣
告
さ
れ
た
シ
ニ
ア
官
僚
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
自
分

自
身
の
人
生
を
見
つ
め
直
し
変
わ
っ
て
い
く
。
大
戦
時
の
空
爆
で
荒
れ
た
ま
ま
の
場
所
に
、
児
童
公
園
を
整
備

す
べ
く
奔
走
す
る
。 

部
下
で
あ
っ
た
女
性
と
フ
ォ
ー
ト
ナ
ム
＆
メ
イ
ソ
ン
で
食
事
を
と
る
場
面
が
あ
り
、
日
本
人
観
光
客
で
溢

れ
る
前
の
同
店
の
様
子
が
珍
し
い
。
完
成
し
た
児
童
公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
を

歌
う
が
、
志
村
喬
の
「
ゴ
ン
ド
ラ
の
歌
」
に
較
べ
、
朗
々
と
し
て
上
手
す
ぎ
る
。
部
下
は
彼
を
ミ
ス
タ
ー
・
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
と
呼
ぶ
が
、
字
幕
で
は
課
長
と
訳
し
て
い
て
、
し
っ
く
り
こ
な
い
。 

イ
シ
グ
ロ
は
何
を
書
き
た
か
っ
た
の
か
。
現
代
人
に
再
生
を
訴
え
た
か
っ
た
？ 

 

両
作
品
と
も
に
多
少
は
話
題
作
だ
と
思
っ
た
が
、
一
般
受
け
し
な
い
ら
し
く
、
あ
る
い
は
平
日
の
午
後
で

あ
っ
た
た
め
か
、
座
席
は
ガ
ラ
ガ
ラ
。
こ
れ
で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
０
２
３
年
４
月
２
７
日
） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%98%E5%83%9A

